
■ ２０１１年９月１５日（木曜日）

昭和56（1981）年以降、国内で死亡原因の第1位を占めているのは「がん」。

現在では、全死亡者の3人に1人が「がん」で亡くなっています。医療技術の進歩に伴い、

「不治の病」ではなくなってきていますが、早期発見・早期治療がとても重要です。

毎年9月は「がん征圧月間」。今回は、がんの予防と治療について考えてみましょう。



この前、新聞に、がん検診の受診率が載っていたね。

受診率は毎年増えているみたいだけど、まだ28.7％しか受けていないみたい。

お父さんたちはちゃんと受けているの？

職場の健康診断で受けるようにしているよ。

市のがん検診を受けようとは思っているんだけど、なかなか時間もないし。

2人に１人が「がん」になる時代だよ。誰でもかかる可能性のある病気なんだ。

検診を受けて何もなければ安心じゃないか。

今年は受けたらどうだい？

そうね。市から受診券が届いているしね。

検診を受けなきゃいけないって、分かっているつもりだったけど、どこか他人事のように思っていたかも。

そういう人は多いようだね。

9月26日から「福井県がん検診受診勧奨センター」が、がん検診を受けていない人に、電話で受診を勧め

ると聞いたよ。そのうち、お母さんにも電話がかかってくるんじゃないかな？

電話で背中を押してくれると、「受けに行こう」って思えるかもね。

でも、だれが電話してくるの？

看護師など、専門職の人が直接電話してくれるんだって。検査の方法や、がんが見つかったときの対処法な

んかも専門的な立場で教えてくれるそうだよ。

そういえば、お隣の奥さんが、会社の健康診断では胃、肺、大腸のがん検診しか受けられない、って言って

いたわ。

今年から県が、小さな事業所に出向いて、女性特有の子宮頸（けい）がんと乳がんの出前検診を始めるそ

うだよ。

それは助かるわね。

ただ、市町のがん検診って、住んでいるところでしか受けられないってイメージがあるんだけど。よその市や

町に通勤しているような人は、受けにくいんじゃないかしら。

大丈夫。昨年、全国で初めて、検診料金や受診券が県内で統一されたから、市や町の垣根を越えて、都

合の良い時間や医療機関で、がん検診が受けられるんだよ。詳しいことは、近くの県健康福祉センターに

聞くといいよ。

県内には、がん検診を受けやすくするために、いろんな制度が用意されているのね。

でも、どうしてがん検診を受けないのかな？



本当にそうだね。

子宮がん検診の受診率が8割近いアメリカでは、がんによる死亡が減っているのに、日本では増えている

んだ。検診を受けてがんが小さいうちに見つけて、治療すれば、治る可能性は高まるんだよ。

こういうことって、あまり知らなかったわ。

そうだね。9月は「がん征圧月間」だから、県内では、がんについて学ぶためのさまざまなイベントが企画さ

れているよ。

9月23日の秋分の日の「がん講演会」に行ってみない？

原千晶さんが、自身のがん体験を交えての講演をするんですって。

それじゃ、みんなで参加してみようよ。

そうね。まずは、「がん」に関する知識を身に付けて、定期的にがん検診を受けることが大切ね。

講師 原　千晶（はら　ちあき／女優、タレント）

日時 平成23年9月23日（金・祝）

13:00～14:00

場所 ふくい健康の森　生きがい交流センター（健康の

森温泉）

交流ホール（福井市真栗町）

主催 福井県

お申込み先 福井県健康福祉部健康増進課

TEL 0776-20-0351　FAX 0776-20-0643

まで、電話またはFAXでお申し込みください。

※定員になり次第、締め切らせていただきます。



そういえば、福井市内に、がん治療の専門病院があるって聞いたけど。

県立病院の「陽子線がん治療センター」のことだね。日本海側では初めての施設で、今年3月にオープンし

たんだよ。 先日、センターの出前講座があって、いろんな話を聞いてきたよ。

なんでも、つらい思いをしなくても、がんの治療が受けられるそうね。

がんの治療に放射線治療の一つ「陽子線治療」を使っているんだ。

なんだか難しそうね。もう少し分かりやすく説明してよ。

陽子線は、身体の中にあるがん病巣だけを狙って、集中して照射できるんだ。副作用が小さく、入院せずに

通院での治療も可能なんだよ。治療の対象となるがんは、例えば、肝臓や肺、前立腺のがん、鼻や顔面、

のどなどのがんがあるんだよ。

手術みたいに身体を切らなくてもがんを治せるってことなのね。

それに、1回の治療時間が短いから、日常生活への影響も少ないんだよ。

痛い思いをせずに、いつも通りの生活をしながら治療ができるなんて、患者さんはもちろん、家族にとっても

メリットは大きいわね。



それに、県立病院の中にあるのなら、他の病気も一緒に診てもらえるから便利ね。

ところで、気になる費用の方はどうなのかしら？

だいたい240万円から260万円で治療できるそうだよ。

それに、陽子線治療を受ける際には、優遇制度もあるそうだし。

6月には「先進医療」の対象になったって聞いたけど、何が変わったの？

今年6月から先進医療として認められたことで、診察、検査、投薬、入院料などは公的医療保険の対象に

なったんだ。それに、陽子線治療は、民間保険会社の「先進医療特約」の対象になるから、こうした制度を

利用すれば、患者さんの負担はずいぶん軽減されるね。

それなら、もっとたくさんの人に陽子線治療を知ってもらわなくっちゃね。

そうね。治療の選択肢を増やすという意味でも、患者さんや家族が陽子線治療について知っていることが

大切なのよね。

陽子線がん治療センターでは、これまでに、約60名の治療を行ってきたそうだよ。そのうち県内の方が8割ほ

どで、北陸や愛知、大阪など県外から治療を受けに来る患者さんも増えているらしいよ。

福井で最先端のがん治療が受けられるなんて、本当に心強いわね。

陽子線がん治療センター開業から半年。1日平均約20名の患者に治療を行っている同センターの山本

和高センター長に陽子線治療の現状を聞きました。

＜さらなる治療体制の充実に向けて＞

　現在、2つの治療室で治療を行っていますが、3つ目の治療室の開設に向けた準備を進めています。こ

の開設により、複雑な形をしたがん病巣への照射など、これまで難しいとされてきた治療も可能になりま

す。

＜治療を受けた患者の反応＞

　陽子線治療に要する時間は、個人差はありますが平均20分から30分程度、通院日数は10日から40日

程度と、日常生活への影響は少ないものとなっています。そのため、富山や石川から治療を受けに来ら

れる患者の中には、午前中に治療を受けて、午後には出勤されるという方もいます。また、治療を終えた

方からは、「ほとんど痛みがなかった」「思ったより楽だった」という感想を聞いています。

＜がんに対する心構え＞



【問い合わせ先】

福井県健康福祉部健康増進課

がん対策推進グループ　までどうぞ　0776-20-0351

 福井　健康増進課  Google 検索

福井県立病院陽子線がん治療センター　までどうぞ

0776-57-2980

 福井県　陽子線  Google 検索

　一番大切なことは、がんにならないような生活習慣を持つことです。その上で、がん検診を受診して、

早期発見、早期治療を心がけてください。がんを小さいうちに発見できれば、外科的手術もできる、陽子

線治療もできるといった選択の幅が広がります。そのためにも、陽子線治療がここ福井県で受けられる

ということを覚えておいてほしいですね。
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